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(57)【要約】
【課題】工具の位置が平らな裁断物の輸送路に沿って迅
速且つ簡単に変更できる平らな裁断物を加工する装置を
提供すること。
【解決手段】形成通路に沿って工具を調整可能に配列さ
せる工具保持装置は、二つの互いに平行に形成通路の長
手方向に延びていてそこの上部に配置された支持レール
を包含し、さらに、横支持体が形成通路の長手方向を横
切って配置されているように、複数の所定位置にて形成
通路に沿ってそれぞれに両支持レールと分解可能に連結
できる少なくとも一つの横支持体を包含し、並びにさら
に横支持体と分解可能に連結できる工具保持体を包含す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　形成通路（５）に沿って工具を調整可能に配列させる工具保持装置において、二つの互
いに平行に形成通路（５）の長手方向に延びていてそこの上部に配置された支持レール（
１）を包含し、さらに、横支持体が形成通路（５）の長手方向を横切って配置されている
ように、複数の所定位置にて形成通路（５）に沿ってそれぞれに両支持レール（１）と分
解可能に連結できる少なくとも一つの横支持体（３）を包含し、並びにさらに横支持体（
３）と分解可能に連結できる工具保持体（４）を包含することを特徴とする工具保持装置
。
【請求項２】
　工具保持体（４）が任意の位置にて横支持体（３）に沿って位置決めできることを特徴
とする請求項１に記載の工具保持装置。
【請求項３】
　工具保持体（４）が複数の所定位置にて横支持体（３）に沿って位置決めできることを
特徴とする請求項１に記載の工具保持装置。
【請求項４】
　さらに、各支持レール（１）には支持レール（１）を取付ける支持要素（２）が形成通
路（５）の上部に設けられていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載
の工具保持装置。
【請求項５】
　少なくとも一つの支持レール（１）が各所定位置にて横支持体（３）の一端を形状一体
的に受ける受容手段を有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の工
具保持装置。
【請求項６】
　受容手段が形成通路（５）の長手方向を横切って横支持体（３）の一端を挿入させるよ
うに形成されていることを特徴とする請求項５に記載の工具保持装置。
【請求項７】
　受容手段が横支持体（３）の横断面に一致する空隙（１４）であることを特徴とする請
求項５或いは６に記載の工具保持装置。
【請求項８】
　少なくとも一つの支持レール（１）が平らな載置面（１２）を備えるロッド（１１）を
包含し、その載置面の横境界には載置面（１２）から上方に突き出して、各所定位置には
上方に開放する空隙（１４）を有してロッド（１１）に対して平行に延びている第一材料
帯（１３）が配置されていることを特徴とする請求項５乃至７のいずれか一項に記載の工
具保持装置。
【請求項９】
　第一材料帯（１３）のロッド（１１）の載置面（１２）と反対を向いた側面にはロッド
（１１）の長手方向を横切って横支持体（３）の運動を制限する第二材料帯（１５）が設
けられていることを特徴とする請求項８に記載の工具保持装置。
【請求項１０】
　第二材料帯（１５）が第一材料帯（１３）を上方に突き出し、第二材料帯（１５）の上
領域（１７）は、第二材料帯（１５）の上領域（１７）が水平に第一材料帯（１３）を越
えて突き出して、横支持体（３）の運動を垂直方向において制限するように折り曲げられ
ていることを特徴とする請求項９に記載の工具保持装置。
【請求項１１】
　少なくとも一つの横支持体（３）が少なくとも一端部にて支持レール（１）と力一体的
結合を形成させるクランプ装置（３１）を有することを特徴とする請求項１乃至９のいず
れか一項に記載の工具保持装置。
【請求項１２】
　工具保持体（４）が横支持体（３）と連結させる少なくとも一つの保持支柱（４２）を



(3) JP 2010-534603 A 2010.11.11

10

20

30

40

50

有することを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか一項に記載の工具保持装置。
【請求項１３】
　保持支柱（４２）が工具を垂直に調整させる高さ調整装置を包含することを特徴とする
請求項１２に記載の工具保持装置。
【請求項１４】
　高さ調整装置は、横支持体（３）と連結可能な第１成分と、偏心レバー（４３）の操作
の際の工具がその操作装置に応じて垂直方向に下降されるか、或いは上昇されるように、
保持支柱（４２）の工具を保持する第２成分と作用連結されている偏心レバー（４３）を
包含することを特徴とする請求項１３に記載の工具保持装置。
【請求項１５】
　高さ調整装置は、工具の垂直位置の無段精密調整させる手段を包含することを特徴とす
る請求項１２或いは１３に記載の工具保持装置。
【請求項１６】
　少なくとも一つの所定位置の領域の少なくとも一つの支持レール（１）には、この位置
を明白に確認する符号が見えるように取付けられることを特徴とする請求項１乃至１５の
いずれか一項に記載の工具保持装置。
【請求項１７】
　請求項１乃至１５のいずれか一項に記載の工具保持装置を包含する平らな裁断物を加工
する装置。
【請求項１８】
　さらに、形成通路に沿って裁断物を輸送させる一つの輸送装置を包含し、この輸送装置
が形成通路の両側で同じ間隔で回転可能に支承された輸送ロール（６３）の配列をぃ包含
し、工具保持装置では、単数或いは複数の工具が輸送ロール（６３）に対して位置決め可
能に配置されていることを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　工具保持装置の支持レール（１）に沿う所定位置の間隔が輸送装置の輸送ロール（６３
）の間隔と同じであることを特徴とする請求項１７或いは１８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下に、特に平らな裁断物、例えば段ボール箱を加工する装置用の工具保持装置と、こ
の種の装置が記載されている。先行作業工程において例えばポンチによって紙葉或いは厚
紙葉から製造された裁断物は、小冊子、提示地図などの特定物品を製造するために他の作
業工程で折り畳まれ、貼り付けられなければならない。記載された装置はそのような作業
工程を実施するように用いられる。　
【背景技術】
【０００２】
　このために、この装置は形成通路に沿って裁断物を輸送する輸送装置を包含する。この
輸送装置は例えば多数の両側に一個づつの軸受バンクに回転可能に支承された輸送ロール
を包含し、その輸送ロールにより少なくとも一部材が駆動できる。さらに、このために、
装置は、輸送装置へ裁断物を供給し且つ個々の加工工程を実施する交換可能な工具を包含
し、その工具位置が輸送装置の輸送ロールに対して調整できる。この種の工具は例えば押
圧体、折畳み肩、接着剤塗布器、空気ノズル、センサーなどであり、これらは裁断物を横
滑り落ちに対して固定し、裁断体を折り畳み、接着剤を塗布し、空気を吹き付け、一定測
定値を検出できる。
【０００３】
　仕上げるべき製品に依存して、形成通路に沿う種々の工具の最も異なった配列が必要と
される。これは、生産の各置換の際に必要とされた工具の種類と順序が新たに構成される
に違いないことを意味する。この場合に、製造された製品の品質が実質的に輸送装置の輸
送ロールに対する個々の工具の位置決めの精度に依存する。
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【０００４】
　上記種類の平らな裁断物を加工する装置は、スイス国特許第６８９３００号明細書（特
許文献１）から知られていて、平らな裁断物が下水平輸送平面と上圧力装置の間に輸送さ
れて、全折畳み－貼付け－機械に沿って折り部材及び／又は貼付け部材により加工され得
て、この場合に輸送平面が一列の駆動された輸送ロールを有し、上圧力手段と上工具が一
つの或いは複数の上ガントリーフレーム上に組み立てられ、このガントリーフレームは垂
直支柱によって直接に輸送装置のフレームと連結されている。ガントリーフレームは同様
に利用されて、大きな精度により種々の工具を位置決めする。
【０００５】
　同様な解決手段は欧州特許出願公開第１４２４１９１号明細書（特許文献２）に記載さ
れていて、同様に輸送ロールの配列の上部にはガントリーフレームが輸送方向において前
後に配置されるので、そこに工具が取付けられ得て、この工具が輸送ロールによって輸送
される平らな裁断物上に作用し、ガントリーフレームが輸送方向に沿って異なった位置に
取付けられ得る。
【０００６】
　ドイツ特許第１０２００５０２０５９１号明細書（特許文献３）は同様に非常に類似な
装置を記載し、種々の工具が平らな裁断物の形成通路を横切って延びているガントリーフ
レームに固定されていて、けれども、ここでベルトコンベアの使用は輸送ロールに代わっ
て提案されている。
【０００７】
　これら公知の装置は、他の製品用の装置が新たに構成されるならば、各ガントリーフレ
ームが個々に置換されなければならないことを共通している。このために、一般に少なく
とも二人の操作者が（一人が輸送ロールの各側面上に）必要とされる、というのは、ガン
トリーフレームが個別の人により難しく或いは全く操作されないからである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】スイス国特許第６８９３００号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第１４２４１９１号明細書
【特許文献３】ドイツ特許第１０２００５０２０５９１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　それ故に、工具の位置が平らな裁断物の輸送路に沿って迅速且つ簡単に変更できる平ら
な裁断物を加工する装置の必要性が生じている。それ故に、技術的解決手段に基づく非常
に重く、輸送装置に取付けられたガントリーフレームの使用を回避して、それにもかかわ
らず、一方の個別の操作者が短時間以内に工具構成の所望変更を行われ得ることを確認す
ることが試みられた。
【００１０】
　形成通路を沿う工具の調整可能な配列に対する提案された工具保持装置は、二つの互い
に平行に形成通路の長手方向に延びていて上部にそれにより配置された支持レールを包含
し、さらに少なくとも一つの横支持体並びにさらに少なくとも一つの工具保持体を包含し
、この横支持体が複数の所定の位置に形成通路に沿ってそれぞれに両支持レールと分解可
能に連結でき、横支持体が形成通路の長手方向を横切って配置されていて、さらに少なく
とも一つの工具保持体が横支持体と分解可能に連結できる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　それ故に、提案された装置は、ガントリーフレームの使用の今まで追求された概念を離
れ、このフレームでは、各横支持体が二つの固有垂直支柱上に取付けられていて、これら
支柱が輸送装置を横切って延びていて、直接に輸送装置に固定されている。むしろ提案さ
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れた解決手段の際には、固定装置が使用されて、輸送平面の上部に位置決めされて、輸送
方向に延びている支持レールを包含する。それ故に、これら支持レールには、簡単で容易
に操作する横支持体が異なった位置に取付けられるので、工具構成がいつも最も少ない費
用で新たな用途に適合され得る。各工具保持体が平らな裁断物を加工する装置の輸送装置
を強く張り過ぎた別体のガントリーフレームに配置されている解決手段に比べて、前記解
決手段により、工具支持装置の支持レールが輸送装置に対してしっかりと据え付けられ、
工具保持体を受ける横支持体が必要形式で迅速且つ簡単に所定位置から採用されて他の所
定位置に配置されうることによって、工具の位置が形成通路に沿って迅速且つ簡単に変更
され得る利点が生じる。この位置変換は記載された工具保持体では、一人の個別の操作者
と輸送装置の片側とにより行われ得る。
【００１２】
　第一構成では、工具保持体が任意の位置に横支持体に沿って位置決めできることが企図
されている。選択的に工具保持装置は、工具保持体が複数の所定位置に横支持体に沿って
、即ち平らな裁断物の輸送方向を横切って位置決めできるように構成され得る。
【００１３】
　工具保持装置は、例えば保持レールが装置のフレームのどっちみち現存要素と連結され
るから、最も異なった形式で平らな裁断体を加工する装置に取付けられ得る。これに対し
て、ある構成では、さらに、各保持レールには、形成通路の上部に保持レールを取付ける
少なくとも一つの支持要素が設けられている。これら支持要素は保持レールから下流に延
びている例えば垂直支持ロッドであるので、その下端が装置の輸送装置の要素と、例えば
この種の輸送装置の輸送ロールの軸受バンクと連結され得る。輸送装置に対する保持レー
ルの位置が変更される必要がないので、位置は場合によっては上記支持要素によって、輸
送装置としっかりと連結され得る。
【００１４】
　形成通路に沿って横支持体の位置の変更を容易にするために、少なくとも一つの支持レ
ールが各所定位置に横支持体の一端を形状一体的に受ける受容手段を有することが企図さ
れ得る。所定位置における受容手段の配列は、横支持体の位置決めを容易として、ミス位
置決めを阻止する。これを達成するために、例えば、受容手段が形成通路の長手方向を横
切って横支持体の一端を移動させるように形成されることが企図されている。これによっ
て横支持体の端部が少なくとも形成通路の長手方向に明白に位置決めされる。
【００１５】
　例えばこの種の受容手段は、受容手段が再現では上方に開放し得る横支持体の横断面に
一致する空隙であるように形成され得る。
【００１６】
　簡単な構成では、支持レール並びに横支持体が矩形中空形状から仕上げられ、片側面に
は支持レールが矩形孔の各所定位置に配置されていて、その形状が横支持体の横断面に一
致する。中実材料製の支持レールでは、同じ効果が袋孔によって達成される。横支持体は
そのような矩形孔に横に、即ち形成通路の長手方向を横切って移動され得るので、矩形孔
が横支持体の移動を形成通路の長手方向に且つ垂直方向に阻止する。形成通路の長手方向
を横切って水平方向における横支持体の移動は孔が設けられていない支持レールの矩形中
空形状の第二側面によって限定される。
【００１７】
　工具保持装置の他の簡単な構成は、支持レールの載置面には孔が設けられ、横支持体の
下面には支持レールの孔に導入できるピボットが設けられることを企図する。選択的にピ
ボットが支持レールの載置面に、孔が横支持体の下面に設けられ得る。すべての構成は純
粋に例として数えられる；支持レールの所定位置において横支持体を配列する提案された
概念の他の構成が、提案された工具保持装置の基本思想によりかけ離れることなしに、可
能である。　
【００１８】
　提案された工具保持装置の他の構成では、少なくとも一つの支持レールが平らな載置面
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を備えるロッドを包含し、その横境界にはロッドと平行に延びていて第一材料帯が配置さ
れていて、載置面から上方へ高く突き出し、各所定位置において上方へ開放する空隙を有
する。この場合には横支持体がその端部により上方から空隙へ挿入されているので、横支
持体の端部が載置面に載置し、上方へ開放する空隙に配置されていて、形成通路の長手方
向における横支持体の移動が阻止される。両他の立体方向における運動を阻止するか、或
いは限定する他の措置は、支持レールにて及び／又は横支持体にて例えばストッパの形態
に設けられている。
【００１９】
　例としての構成では、第一材料帯のロッドの載置面の反対を向いた側面に第二材料帯が
設けられていて、ロッドの長手方向を横切って横支持体の運動を限定するストッパの機能
に一致することが企図され得る。さらに、第二材料帯が第一材料帯の上方へ高く聳え立ち
、第二材料帯の上領域は、第二材料帯の折り曲げられた上領域が第一材料帯を越えて突出
し、垂直方向における横支持体の運動を限定するストッパ、或いは押圧体の機能に一致す
るように、折り曲げられていることが企図され得る。　
【００２０】
　さらに、少なくとも一つの横支持体が少なくとも一つの端部において支持レールとの力
一体的結合を形成するクランプ装置を有することが企図され得る。この場合に、横支持体
の一致する端部がクランプ装置から支持レールへ及ぼされた力によって所望位置に保持さ
れる。
【００２１】
　実施例では、工具保持装置の第一支持レールが平らな載置面を備えるロッドを包含し、
そのロッド横限定部にはロッドと平行に延びていて空隙を備える第一材料帯と、折り曲げ
られた上領域を備える第二材料帯が配置されていて、工具保持装置の第二支持レールが平
らな載置面を備えるロッドを包含し、そのロッド横境界部にはロッドと平行に延びていて
空隙を備える第一材料帯が配置されている。この実施例における横支持体が、それぞれに
一端にはクランプ装置を備えている矩形中空形状である。
【００２２】
　所定位置における横支持体の取付けは、操作者により輸送装置の片側から行われ得る、
というのは、クランプ装置を有しない横支持体の第一端部が第一材料帯の空隙により且つ
第二材料帯の折り曲げられた上領域により共通に形成された受容手段に挿入されて、引き
続いて、クランプ装置を有する横支持体の第二端部が上方から第二支持レールの第一材料
帯の上方へ開放する空隙によって形成された受容手段に挿入されるので、第二端部が第二
支持レールの載置面上に載置し、最終的にクランプ装置によって横支持体の第二端部と第
二支持レールとの間に力一体的結合が形成されているからである。
【００２３】
　記載された工具保持装置の工具保持体は横支持体と結合させる保持支柱を有し得て、こ
の保持支柱が例えばクランプ装置によって力一体的に横支持体に取付けられ得る。この場
合に、保持支柱が工具を垂直調整させる高さ調整装置を包含することが企図され得る。或
る構成では、高さ調整装置が保持支柱の横支持体と結合できる第一成分の上端に、且つ保
持支柱の工具を支持する第二成分において、偏心レバーの操作における工具がその操作方
向に応じて垂直方向に下降されるか、或いは上昇されるように、回転可能に支承されてい
る偏心レバーを包含することが企図されている。
【００２４】
　保持支柱のそのような第一成分は、例えば管スリーブを有し得て、この管スリーブがク
ランプ装置によって横支持体と結合されている。保持支柱の第二成分は管スリーブに移動
自在に支承されたロッドであり、そのロッド下端には工具が取付けられている。偏心レバ
ーの第一状態では、移動自在に支承されたロッドがそのロッドに配置された工具を備えて
第一の上昇した位置にあり、偏心レバーの第二状態では、第二の下降した位置にある。選
択的に或いは追加的に、高さ調整装置が工具の垂直位置の無段精密調整手段を包含し、精
密ねじを備える調整ボルトを包含する。
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【００２５】
　輸送装置に対する工具の所定構成の製造における作業を容易にするために、少なくとも
一つの所定位置の領域における少なくとも一つの支持レールには、この位置を明白に確認
する符号が明白に取付けられている。例えば所定位置が連続的に番号がつけられいて、付
属番号が支持レールの内側及び／又は外側に取付けられ得る。
【００２６】
　この場合に、各所定位置には明白に確認する符号が取付けられる必要がない；多くの場
合に、各第二或いは各第五などの位置にのみ符号が取付けられるならば、十分である。所
定位置のこの種の確認が例えば制御過程のためにも工具にて利用され得る、例えば、とい
うのは、装置には、メモリープログラム可能な制御（ＳＰＳ）が設けられていて、そのデ
ータメモリーには、情報が各所定位置の座標によって記憶されるので、工具構成用の制御
経過が簡単な形式でプログラムできるからである。　
【００２７】
　上記種類の工具保持装置は平らな裁断体を加工する装置の構成部材である。この種の装
置は工具保持装置の外に形成通路に沿って裁断体を輸送させる輸送装置を包含し得し、工
具保持装置は単数或いは複数の工具が輸送ロールに対して位置決め可能に配置されるよう
に配置されている。しかし、好ましくは、所定位置の間隔が工具保持装置の支持レールに
沿って輸送装置の輸送ロールの間隔と同じであることが企図されている。
【００２８】
　これによって他の調整措置なしに工具保持体の立体的符号が明らかになり、それにより
保持体に配置された工具の立体的符号が平らな裁断体を加工する適切な装置の輸送装置の
輸送ロールに対して明らかになる。
【００２９】
　工具は各横支柱における固定によっていつも形成通路の長手方向で正確に輸送ロールに
対するそれぞれの所望位置に整合されるので、例えば押圧体の押圧ロールがその下に配置
された輸送ロールと同じカバーであり、最適な成果を得られる。同じ形式では、例えば接
着剤塗布器、空気ノズル、センサーなどが正確に二つの隣接した輸送ロール間の隙間に上
部に位置決めされる、というのは、適切に構成された工具保持体が、難なく形成通路の長
手方向における位置の調整が簡単に横支持体に固定されているからである。この場合に、
工具の固定は横支柱の前並びに後で可能であり；長手方向における他の調整が必要とされ
ない。
【００３０】
　所定静止位置の標識によって迅速装置が繰り返す作業と工具構成により可能である。装
備された工具から明白に確認する符号に基づいて例えばＳＰＳへの位置の移行が質量と、
センサーと制御された工具の間の間隔の入力とを必要としない。　
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】工具保持装置を斜視図で示す。
【図２】第一支持レールの詳細図を示す。
【図３】第二支持レールの詳細図を示す。
【図４】記載された工具保持装置を備える平らな裁断物を加工する装置の側面図を示す。
【図５】図４からの装置の斜視図を示す。
【図６】この装置の拡大部分図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　次に、記載された工具保持装置が実施例と付属図面に基づいて詳細に記載される。
【実施例】
【００３３】
　形成通路５に沿って工具を調整可能に配列させる図１の工具保持装置が二つの互いに平
行に形成通路５の長手方向に延びていてその上部に配置された支持レール１を有する。多
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数の横支持体３が複数の所定位置のうちの一個において形成通路５に沿ってそれぞれに両
支持レール１と分解自在に連結されるので、横支持体３が形成通路５の長手方向を横切っ
て配置されている。横支持体３がそれぞれに一端部には支持レール１との力一体的結合を
形成するクランプ装置３１を有する。
【００３４】
　横支持体３の若干では、工具保持体４がそれぞれの横支持体３と分解自在に連結されて
いる。工具保持体４はそれぞれに任意の位置では横支持体３に沿って位置決めできる。工
具保持体４はクランプ装置４１によって力一体的に横支持体３に取付けられていて横支持
体３と連結させる保持支柱４２を包含する。
【００３５】
　両支持レール１の各々には、支持レール１を取付ける支持要素２が形成通路５の上部に
設けられている。実施例では、支持要素２は支持レール１から下流に延びている垂直支持
ロッド２１を包含するので、その下端が装置の輸送装置の要素、例えばこの種の輸送装置
の輸送ロールの軸受バンクと連結できる。さらに、支持要素２は輸送装置の軸受バンクに
固定するように形成されている垂直支持レール２２を包含し、垂直支持レールでは垂直支
持ロッド２１が移動でき、複数の垂直位置の一つづつに取付けできる。このために、支持
ロッド２１と支持レール２２は複数の孔を有するので、支持レール２２と支持ロッド２１
との間の孔垂木の選択によって横支持体の高さが形成通路５によって調整できる。
【００３６】
　図２には、第一支持レール１の詳細図が図示されている。支持レール１には支持レール
１を取付ける支持要素２が形成通路５の上部に配置されている。支持レール１は平らな載
置面１２を備える矩形横断面をもつロッド１１を有する。ロッド１１の載置面１２の外部
横境界部には、上方に開放する空隙１４を備えてロッド１１に平行に延びている第一材料
帯１３が配置されていて、空隙１４が横ストッパとして横支持体３の思いがけない運動に
対して横支持体３用の形成通路５の長手方向に用いられる。第一材料帯１３の載置面１２
と反対を向いた側面には、折り曲げられた上領域１７を備える第二材料帯１５が配置され
ていて、下領域１６が横支持体３用のストッパとして横支持体３の思いがけない運動に対
して形成通路５の長手方向を横切って、そして折り曲げられた上領域１７が横支持体３用
の押圧体として用いられる。
【００３７】
　実施例には矩形横断面を備えるロッドとして形成されている横支持体３は、操作者によ
って簡単な形式で第一材料帯１３の空隙１４により且つ第二材料帯１５の折り曲げられた
上領域１７により共通に形成された受容手段に移動されるので、それぞれの横支持体３の
端部が支持レール１の載置面１２上に載置し、同時に形状一体的に支持レール１と連結さ
れている。
【００３８】
　図３には、第二支持レール１の詳細図が図示されている。支持レール１には、支持レー
ル１を取付ける支持要素２が形成通路５の上部に配置されている。支持レール１は平らな
載置面１２を備える矩形横断面をもつロッド１１を包含する。ロッド１１の外部横境界部
には、上方に開放する空隙１４を備えてロッド１１と平行に延びている第一材料帯１３が
配置されていて、空隙１４が横ストッパとして横支持体３の思いがけない運動に対して横
支持体３用の形成通路５の長手方向に用いられる。第一材料帯１３の載置面１２と反対に
位置した側面には、第二材料帯１５が配置されていて、横支持体３用のストッパとして横
支持体３の思いがけない運動に対して形成通路５の長手方向を横切って用いられる。
【００３９】
　図２には記載されるように、横支持体３の第一端部が上方から第一材料帯１３の上方へ
開放する空隙１４と第一支持レール１の第二材料帯１５によって形成された受容手段に移
動された後に、クランプ装置３１を備えている横支持体３の第二端部が上方から第一材料
帯１３の上方へ開放する空隙１４と第二支持レール１の第二材料帯１５によって形成され
た受容手段に挿入されているので、横支持体３の第二端部が第二支持レール１の載置面１
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２上に載置し、最終的にクランプ装置３１によって横支持体３の第二端部と第二支持レー
ル１の間の力一体的結合が形成される。
【００４０】
　図に図示された横支持体３には、工具保持体４が分解可能に取付けられる。それにより
この工具保持体４は任意の位置にて横支持体３に沿って位置決めできる。この工具保持体
４は横支持体３と結合させる保持支柱４２を包含し、この保持支柱がクランプ装置４１に
よって力一体的に横支持体３に取付けられる。
【００４１】
　工具を垂直に調整させる高さ調整装置は、クランプ装置４１によって横支持体３と連結
されている保持支柱４２の管スリーブの上端上に載置する偏心レバー４３を有する。偏心
レバー４３は管スリーブに移動自在に支承されて下端には工具を支持するロッドにて、ロ
ッドと工具が偏心レバー４３の操作の際にその操作方向に応じて垂直方向に下降されるか
、或いは上昇されるように、回転可能に支承されている。偏心レバーの第一状態では、ロ
ッドに配置された工具を備えて移動自在に支承されたロッドが第一の上昇された位置に存
在し、偏心レバーの第二状態では、第二の下降された位置に存在する。さらに、工具保持
体４の高さ調整装置が工具の垂直位置を無段に精密調整させる手段として精密ねじを備え
る少なくとも一つの調整ボルト４４を包含する。
【００４２】
　図４は記載された工具保持装置を備える平らな裁断物を加工する装置の側面図を示し、
図５はこの位置の斜視図を示す一方で、図６には装置の二つの拡大部分図が図示されてい
る。
【００４３】
　この装置は二つの平行な軸受バンク６２が配置されている基礎架台６１を包含する。軸
受バンク６２の間には一平面で輸送ロール６３が平らな裁断物の輸送装置を横切って配置
されて、軸受バンク６２には回転可能に支承されるので、輸送ロールが輸送平面と裁断体
用の形成通路を形成する。
【００４４】
　基礎架台６１には、さらに、輸送ロール６３を駆動するのに用いられる電動モータ６４
が配置されている。このために、軸受バンク６２には輸送平面の上部に二つの隣接した輸
送ロール６３に応じて転向ロール６５が配置されて且つ回転可能に支承されている。無端
駆動ベルトが電動モータ６４のベルト円板の周りに且つメアンダー状に輸送ロール６３と
転向ロール６５の周りに案内されるので、駆動ベルト６６と輸送ロール６３の間の巻き付
き摩擦は、電動モータ６４が接続されるときに、輸送ロール６３が同時に且つ同じ回転方
向に回転するように導かれる。調整可能な緊張装置６７は、スリップを阻止するために、
駆動ベルト６６がいつも十分に緊張されていることを考慮する。平らな裁断物が輸送装置
上に置かれたならば、これは均一に形成通路に沿って搬送される。
【００４５】
　より理解し易い表示のために、観察者に向いた軸受バンクが透明的に図示されている。
基礎架台６１に付属するカバーの表示には、基礎架台の後部に電動モータ６４且つ軸受バ
ンク６２の下部に存在する駆動ベルト６６の部分が通常には安全性理由から隠れているな
らば、同じ理由から放棄された。
【００４６】
　両軸受バンク６２の各々には、支持要素２によって一個づつの支持レール１がボルトに
よって分解自在に取付けられる。各支持レール１が形成通路の上部に且つ横に輸送方向に
沿って延びている。実施例では、このために、３個づつの支持要素２が使用されていて、
一個づつの支持レール１を支持し、各支持レール１が２個づつの部分レール１８から構成
されている。各支持要素２が支持レール１と連結された支持ロッド２１と軸受バンクと連
結された支持レール２２とを包含し、横支持体の高さは、各支持ロッド２１が少なくとも
二つの異なった種類で付属支持レール２２と連結され得るので、支持要素２が異なった長
さを採用することによって、形成通路によって調整され得る。　
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　支持レール１は、横支持体３が挿入されて、支持レール１に引き続いて固定され得る空
隙１４を有する。輸送装置に対して、それにより輸送ロール６３に対して横支持体３の予
め与えられた位置によって、横支持体３に固定された工具は迅速且つ簡単に並びに追加的
調整なしに、それら工具が正確に輸送ロール６３或いは一グループの輸送ロール６３の上
部に位置決めされて、これにより理想形式で協働するように、配置されている。さらに、
横支持体３が工具保持体とそれに固定された工具と一緒に空隙１４から取り出されて、他
の空隙１４に挿入されてそこに固定されるから、工具が問題なく他の位置に形成通路に沿
ってその精度により配置され得る。
【符号の説明】
【００４８】
　１．．．．．支持レール
　１１．．．．ロッド
　１２．．．．載置面
　１３．．．．第一材料帯
　１４．．．．空隙
　１５．．．．第二材料帯
　１６．．．．下領域
　１７．．．．上領域
　１８．．．．部分レール
　２．．．．．支持要素
　２１．．．．支持ロッド
　２２．．．．支持レール
　３．．．．．横支持体
　３１．．．．クランプ装置
　４．．．．．工具保持体
　４１．．．．クランプ装置
　４２．．．．保持支柱
　４３．．．．偏心レバー
　４４．．．．調整ボルト
　５．．．．．形成通路
　６１．．．．基本架台
　６２．．．．軸受バンク
　６３．．．．輸送ロール
　６４．．．．電動モータ
　６５．．．．転向ロール
　６６．．．．駆動ベルト
　６７．．．．緊張装置
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